
 

令和４年 第１回 三朝町教育委員会 定例会 日程 

と き：令和４年１月 25 日(火) 午後２時～ 

ところ：三朝町役場２階 第２会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 前回議事録承認 

   加藤委員、塩谷委員 

 

３ 議事録署名委員指名 

    

 

４ 報告事項 

(１) 教育総務課事業について 

(２) 社会教育課事業について 

(３) 日本遺産再審査の結果について 

(４) 図書館事業について 

 

５ 議 事 

   議案第１号 令和３年度教育関係費補正予算（令和４年１月）について 

 

６ 協議事項 

    

 

７ その他 

   (１) 三朝町教育委員会の新型コロナウイルス感染症対応について 

   (２) 三朝町の小中連携について【別冊】 

 

８ 閉 会 

次回定例会 令和４年２月   日(  )   ：  ～ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



報告事項(１) 

 

教育総務課事業について 

月日  時間 内容 備考 

【１月】     

1月 4日 （火）  役場仕事始め  

1月 5日 （水） 9:30- 合同園長・校長会  

  10:00- 校長会  

1月 7日 （金）  小中学校始業式  

1月 9日 （日） 10:00- 第 69 回三朝町成人式  

1月 12日 （水） 15:45- 小中学校コミュニティ・スクール研修  

1月 13日 （木） ～14日 視察研修 ※延期 茨城県大洗町 

 

1月 14日 （金） 10:15- 民生委員役員コミュニティ・スクール説明  

   小中学校臨時休業 大雪のため 

1月 19日 （水） 13:30- 中学校入学説明会 三朝中学校 

1月 20日 （木） 19:00- 小学校ＰＴＡ役員コミュニティ・スクール説明 三朝小学校 

1月 25日 （火） 13:30- 教育委員会定例会  

1月 26日 （水） 14:30- ＩＣＴ活用教育推進地域協議会  

  15:40- 小中学校ＩＣＴ研修  

1月 27日 （木） - 総務教育常任委員会・全員協議会・臨時議会  

1月 28日 （金） 16:00- 小学校ＧＩＧＡチャンネル  

     

【２月】     

2月 3日 （水） 9:30- 校長会  

2月 10日 （木） 13:00- 市町村教育委員会オンライン協議会  

2月 15日 （火） 13:30- 小学校入学説明会 三朝小学校 

2月 16日 （水） 14:00- 総合教育会議  

2月 17日 （木） 14:00- スクラム教育連絡協議会 中部総合事務所 

2月 22日 （火） 14:00- 総務教育常任委員と教育委員との教育懇談会  

  19:00- コミュニティ・スクール説明会 

（保護者・町民対象） 

中学校 

2月 23日 （水）  台湾文化体験会  

2月 24日 （木） 13:30- 鳥取県中部学校保健会第２回理事会  

     

ふれあい運動 １月７日（金）～14 日（金） 休日を除く５日間 

全国学校給食週間 1 月 24 日（月）～30日（日） 

総務教育常任委員会協議会（案） ２月 28 日（月）～３月１日（火） 

３月議会（案） ３月４日～３月 18 日 

 ※３月 10 日（木） 臨時会 14:00～ 
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報告事項(２) 

【社会教育課】 令和４年１月～２月の報告及び取組について 

日 時 事 業 名 等 場 所 備 考 

1月 9日 日 10:00 第 69 回 三朝町成人式 文化ホール  

1月14日 金 13:30 三徳山小鹿渓保存活用計画文化庁協議 － リモート 

1月15日 土 9:00 青空体験塾(雪遊び) 俵原地内 
ボランティア５人

参加 

  13:30 
郡スポーツ推進委員研究大会（中止） 

NCNニュースポーツ紹介番組収録 
北栄町 スポーツ推進委員 

1月17日 月 14:00 中部人権教育懇談会連絡協議会 － リモート 

1月18日 火 13:30 倉吉地区少年補導センター運営委員会 倉吉市 書面会議 

1月20日 木 13:30 三徳山小鹿渓保存活用計画策定委員会 役場  

1月26日 水 18:30 町体育協会役員会 役場  

1月28日 金 16:00 倉吉地区少年補導センター街頭補導 倉吉市内  

      

2月10日 木 16:00 倉吉地区少年補導センター街頭補導 町内  

2月17日 木 13:00 倉吉地区少年補導センター評議員会 倉吉市  

スキー・スノボー教室    2月 6日 → 中止 

三朝町将棋フェスティバル  2月20日  → 中止 
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報告事項(３) 

日本遺産再審査の結果について 

 

１ 審査結果 

  認定地域(条件付き)として継続認定。（令和４年１月 14日） 

  ※再審査となった４団体が全て認定地域（条件付き） 

  

２ 条件 

 ・ 地域活性化計画が３年間着実に実行されるよう、候補地域と３年間磨き上げを競い合う

こと。 

 ・ この実効性を担保するため、３年後の総括評価・継続審査において日本遺産であること

が適当とされた地域の数が 100件程度を超える場合には、令和３年度に認定地域(条件付

き)又は候補地域となった地域について相対評価を行い上位の地域を日本遺産とすること。 

 

３ 認定地域(条件付き)と令和３年度候補地域 

   ストーリー 

認
定
地
域(

条
件
付
き) 

岐阜県 岐阜市 「信長公のおもてなし」が息づく戦国城下町・岐阜 

鳥取県 三朝町 六根清浄と六感治癒の地～日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指の

ラドン泉～ 

島根県 津和野町 津和野今昔～百景図を歩く～ 

福岡県

佐賀県 

太宰府市ほ

か６市町 

古代日本の「西の都」～東アジアとの交流地点～ 

候
補
地
域 

北海道 小樽市 北海道の『心臓』と呼ばれたまち・小樽～「民の力」で創られ

蘇った北の南都～ 

千葉県 富津市 

鋸南町 

天空の岩山が生んだ信仰と産業～房州石の山・名勝地鋸山は自

然と歴史のミュージアム～ 

京都府 京都市 おもてなし文化～受け継がれゆく京の花街～ 

 

４ 地域活性化計画の評価【講評】 

 評価できる点 

・ 反省点を明確にしたうえで、ビジョンや取り組みを具体化している点 

・ 癒しと祈りのストーリーの整理、ヘルスツーリズムの観点で具体化されている点 

・ 推進体制を抜本的に見直し、関係者間の連携を強化した点 

（活かす会を発足し、既存の守る会の２組織を包含する活用推進協議会を設立） 

留意する点 

・ 六根清浄と六感治癒のつながりに関する取り組みや活用事業の促進 

・ 「活かす会」と「守る会」の連携と地域住民の意識向上 

・ 町における関係者の状況を踏まえた三朝町ならではの官民連携の在り方の構築 

・ 地域プロデューサーの設置 

・ 計画に沿った事業展開 
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六
根
清
浄
と
六
感
治
癒
の
地

～
日
本
一
危
な
い
国
宝
鑑
賞
と
世
界
屈
指
の
ラ
ド
ン
泉
～

評
価
理
由

①
日
本
遺
産
と
い
う
資
源
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
の
将
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
日

本
遺
産
地
域
と
し
て
取
り
組
む
具
体
的
な
方
策
が
適
切
に

示
さ
れ
て
い
る
こ
と

◼
こ
れ
ま
で
の
反
省
点
を
明
確
に
し
た
上
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
取
り
組
み
を
具
体
化
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
。
調
査
に
よ
っ

て
ラ
ド
ン
泉
な
ど
の
権
威
を
高
め
た
上
で
、
既
存
の
様
々
な
施
策
と
連
携
し
な
が
ら
発
信
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
が
良
い
。

◼
新
計
画
で
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
推
進
体
制
に
つ
い
て
抜
本
的
に
見
直
し
、
観
光
協
会
や
温
泉
組
合
組
合
を
包
含
す
る

「
活
か
す
会
」
を
発
足
さ
せ
て
、
活
性
化
策
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
て
、
期
待
で
き
る
。

◼
「
癒
し
」
と
「
祈
り
」
を
一
体
化
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
、
「
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
観
点
で
具
体
性
が
高
ま
り
、
環
境
整

備
事
業
は
具
体
的
な
方
策
が
明
記
さ
れ
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
肝
腎
の
六
根
清
浄
と
六
感
治
癒
と
の
繋
が
り
に
関
す
る
取

組
や
活
用
に
関
す
る
事
業
が
不
十
分
。

◼
景
観
を
損
な
う
よ
う
な
過
度
な
看
板
設
置
、
形
だ
け
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や
V
R
整
備
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
べ
き
。

◼
実
際
に
観
光
利
用
者
が
増
加
し
、
地
域
の
存
続
に
寄
与
す
る
よ
う
な
事
業
と
す
る
こ
と
が
必
要
。

②
ス
ト
ー
リ
ー
へ
の
国
内
外
へ
の
戦
略
的
・
効
果
的
な
発
信

な
ど
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
推
進
が
可
能

と
な
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

◼
こ
れ
ま
で
の
反
省
点
を
明
確
に
し
た
上
で
、
「
癒
や
し
」
と
「
祈
り
」
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
な
げ
る
た
め
に
、
「
山
」

と
「
温
泉
」
の
連
携
を
行
う
た
め
の
団
体
を
新
設
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
や
D
M
O
、

商
工
会
な
ど
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
変
更
し
、
連
携
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
も
評
価
で
き
る
が
、

こ
の
計
画
を
し
っ
か
り
と
実
践
で
き
る
よ
う
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
優
秀
な
人
材
の
確
保
が
必
要
。

◼
構
成
文
化
財
の
保
全
と
活
用
の
役
割
分
掌
が
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
活
か
す
会
と
守
る
会
の
連
携
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
取

り
組
む
べ
き
。
ま
た
、
地
域
住
民
の
意
識
を
向
上
さ
せ
、
町
あ
げ
て
の
取
組
と
す
べ
き
。

総
合
評
価

◼
民
間
企
業
や
諸
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
官
民
連
携
に
つ
い
て
は
、
三
朝
町
に
お
け
る
各
種
の
民
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
的
な
動
き
や
相
互
連
携
を
促
す
行
政
の
誘
導
・
支
援
の
方
策
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
、
三
朝
町
な
ら
で

は
の
官
民
連
携
の
あ
り
方
を
形
づ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

◼
計
画
に
書
か
れ
た
こ
と
が
ど
の
程
度
実
施
で
き
る
か
が
鍵
で
あ
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
や
事
業
と
し
て
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
る
の
か
、

ビ
ジ
ョ
ン
や
ス
ト
ー
リ
ー
を
体
験
で
き
る
具
体
的
な
事
業
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
べ
き
。

◼
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
選
定
や
、
三
徳
山
と
三
朝
の
連
携
に
つ
い
て
、
計
画
を
し
っ
か
り
と
実
践
で
き
る
よ
う
取
り
組
む

べ
き
。

評
価
結
果

認
定
継
続
（
条
件
付
）

（
条
件
）

・
地
域
活
性
化
計
画
が
３
年
間
着
実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
候
補
地
域
と
３
年
間
磨
き
上
げ
を
競
い
合
う
こ
と
。

・
こ
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
、
３
年
後
の
総
括
評
価
・
継
続
審
査
に
お
い
て
、
日
本
遺
産
で
あ
る
こ
と
が
適
当
と
さ
れ
た
地

域
の
数
が
、
１
０
０
件
程
度
を
超
え
る
場
合
に
は
、
令
和
３
年
度
に
認
定
地
域
（
条
件
付
）
又
は
候
補
地
域
と
な
っ
た
地
域
に

つ
い
て
相
対
評
価
を
行
い
、
上
位
の
地
域
を
日
本
遺
産
と
す
る
こ
と
。

０
１
２
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総
括
評
価

Ⅰ
．
計
画
目
標
の
達
成
に
対
す
る
評
価

評
価

評
価
理
由

（
１
）
日
本
遺
産
を
活
用
し
た
集
客
・
活
性
化

可

◼
「
三
朝
温
泉
観
光
客
数
」
及
び
「
三
徳
山
入
込
客
数
」
は
、
平
成
2
8
年
1
0
月
に
発
生
し
た
鳥
取
県
中
部
地
震
に

よ
る
影
響
に
よ
り
、
三
徳
山
投
入
堂
へ
の
参
拝
登
山
道
で
は
岩
盤
に
亀
裂
が
入
り
、
安
全
面
か
ら
平
成
2
9
年
4

月
中
旬
ま
で
入
山
規
制
を
行
い
、
地
震
発
生
以
降
の
三
徳
山
入
込
客
数
は
大
き
く
減
少
し
た
も
の
の
、
R
１
年

に
は
災
害
発
生
前
の
水
準
に
ほ
ぼ
回
復
し
た
。
ま
た
、
R
2
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
影
響

に
よ
り
、
目
標
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
。

◼
一
方
「
三
朝
温
泉
外
国
人
宿
泊
者
数
」
は
大
き
く
増
加
し
、
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

（
２
）
日
本
遺
産
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・

活
性
化

不
可

◼
「
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
児
童
・
生
徒
の
割
合
」
や
「
住
民
主
体
で
実
施
す
る
事
業
の
参
加
者
数
」
と
も
に
、

目
標
が
未
達
で
あ
っ
た
。
な
お
、
評
価
指
標
以
外
の
デ
ー
タ
と
し
て
示
さ
れ
た
「
住
民
主
体
で
実
施
す
る
構
成

文
化
財
の
保
護
及
び
周
辺
環
境
整
備
事
業
の
参
加
人
数
」
に
つ
い
て
は
、
増
加
傾
向
で
あ
る
が
、
評
価
指
標
に

代
替
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

（
３
）
日
本
遺
産
に
関
す
る
取
組
を
行
う
た
め
の
持
続
可

能
な
体
制
の
維
持
・
確
立

ー
◼

目
標
設
定
な
し

（
４
）
そ
の
他

可

◼
「
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
利
用
者
数
」
及
び
「
B
S
-T
B
S
「
日
本
遺
産
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
い
い
ね
」
の
数
」
は
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。

◼
「
日
本
遺
産
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
数
」
は
、
目
標
達
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。

◼
「
町
内
学
校
で
の
日
本
遺
産
（
地
域
を
知
る
学
習
）
を
教
材
と
し
た
授
業
数
（
時
間
）
」
は
、
目
標
達
成
に
至

ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
授
業
数
は
学
校
教
育
に
お
け
る
年
間
授
業
の
コ
マ
数
で
決
定
さ
れ
て
お
り
、
大
き
な
増

減
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
理
解
せ
ず
増
加
目
標
が
設
定
さ
れ
て
た
た
め
、
目
標
値
を
下
回
る
や
む
を
得
な
い
理

由
が
あ
る
。

総
合
評
価

可
◼

全
体
と
し
て
概
ね
、
設
定
し
た
「
計
画
評
価
指
標
」
ご
と
の
目
標
値
に
つ
い
て
、
直
近
の
実
績
値
が
上
回
っ
て

い
る
、
又
は
、
当
該
目
標
値
を
下
回
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
。

1

０
１
２

六
根
清
浄
と
六
感
治
癒
の
地

～
日
本
一
危
な
い
国
宝
鑑
賞
と
世
界
屈
指
の
ラ
ド
ン
泉
～

０
１
２
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総
括
評
価

Ⅱ
．
取
組
内
容
に
関
す
る
評
価

評
価

評
価
理
由

（
１
）
組
織
整
備

個
別
評
価

可

◼
協
議
会
の
組
織
体
制
の
更
な
る
強
化
や
三
朝
町
に
お
け
る
町
内
関
連
部
局
と
の
連
携
体
制
の
構
築
が
望
ま
し
い

も
の
の
、
協
議
会
の
会
報
を
通
し
て
運
営
状
況
、
地
域
の
情
報
発
信
等
を
行
っ
て
お
り
、
会
員
数
も
一
定
程
度

い
る
な
ど
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
・
観
光
の
振
興
を
図
る
土
台
の
整
備
及
び
概
ね
必
要
な
取
組
の

実
施
が
で
き
て
い
る
。

（
２
）
戦
略
立
案

個
別
評
価

可

◼
域
外
に
対
す
る
ブ
ラ
ン
ド
、
地
域
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
に
関
す
る
指
標
設
定
が
望
ま
し
い
も
の
の
、
総
合
戦
略
等

に
日
本
遺
産
事
業
を
位
置
付
け
取
組
を
推
進
し
て
い
る
他
、
東
京
圏
・
外
国
人
を
対
象
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
に
よ
り
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
、
看
板
等
を
設
置
し
、
観
光
客
の
受
入
環
境
整
備
等
を
行
っ
て

お
り
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
・
観
光
の
振
興
を
図
る
土
台
の
整
備
及
び
概
ね
必
要
な
取
組
の
実
施

が
で
き
て
い
る
。

（
３
）
人
材
育
成

個
別
評
価

可

◼
地
域
を
主
導
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
確
保
が
望
ま
し
い
も
の
の
、
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
す
る
ガ

イ
ド
を
育
成
し
、
観
光
客
に
対
し
体
験
価
値
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民
や
学
生
等
を
対
象
に
、
無

形
民
俗
文
化
財
の
保
存
継
承
の
た
め
の
後
継
者
育
成
等
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
・

観
光
の
振
興
を
図
る
土
台
の
整
備
及
び
概
ね
必
要
な
取
組
の
実
施
が
で
き
て
い
る
。

（
4
）
整
備

個
別
評
価

可

◼
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
で
得
た
外
国
人
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
多
言
語
誘
導
サ
イ
ン
を
設
置
し
た
他
、
平
成

2
4
年
に
焼
失
し
た
三
徳
山
正
善
院
の
復
元
に
よ
る
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整

備
、
三
朝
温
泉
の
ス
ト
ー
リ
ー
体
験
の
多
様
化
を
図
る
た
め
ラ
ド
ン
熱
気
浴
施
設
の
整
備
等
を
行
っ
て
お
り
、

日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
・
観
光
の
振
興
を
図
る
土
台
の
整
備
及
び
概
ね
必
要
な
取
組
の
実
施
が
で
き

て
い
る
。

（
５
）
観
光
事
業
化

個
別
評
価

可

◼
事
業
化
や
商
品
化
を
促
進
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
望
ま
し
い
も
の
の
、
観
光
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
三
徳
山
駐

車
場
・
公
衆
ト
イ
レ
の
整
備
、
滞
在
価
値
向
上
を
図
る
た
め
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の
構
築
の
ほ
か
、
温
泉
・
参
拝

グ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
事
業
に
よ
る
商
品
開
発
機
運
の
醸
成
等
の
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
遺
産
を

通
じ
た
地
域
活
性
化
・
観
光
の
振
興
を
図
る
土
台
の
整
備
及
び
概
ね
必
要
な
取
組
の
実
施
が
で
き
て
い
る
。

（
６
）
普
及
啓
発

個
別
評
価

可

◼
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
の
核
の
一
つ
で
あ
る
三
徳
山
を
テ
ー
マ
と
し
た
三
徳
学
講
座
の
開
催
や
小
学
校
3
年
生

に
対
し
、
日
本
遺
産
の
理
解
を
醸
成
す
る
た
め
の
学
習
用
テ
キ
ス
ト
の
作
成
、
姉
妹
都
市
盟
約
を
締
結
し
て
い

る
京
都
府
城
陽
市
と
の
児
童
間
交
流
を
通
し
て

日
本
遺
産
の
体
験
を
広
め
る
小
学
生
交
流
事
業
等
を
行
っ
て
お

り
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
・
観
光
の
振
興
を
図
る
土
台
の
整
備
及
び
概
ね
必
要
な
取
組
の
実
施
が

で
き
て
い
る
。

（
７
）
情
報
編
集
・
発
信

個
別
評
価

可

◼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
S
N
S
な
ど
の
継
続
的
・
積
極
的
な
情
報
発
信
の
強
化
が
望
ま
し
い
も
の
の
、
大
山
町
と
連
携

し
、
広
域
周
遊
の
誘
客
等
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
外
国
人
観
光
客
誘
致
の
た
め
、
多
言
語
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
作
成
・
運
用
、
国
際
線
機
内
誌
で
の
情
報
発
信
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性

化
・
観
光
の
振
興
を
図
る
土
台
の
整
備
及
び
概
ね
必
要
な
取
組
の
実
施
が
で
き
て
い
る
。

総
合
評
価

可
◼

全
体
と
し
て
概
ね
、
各
評
価
項
目
に
つ
い
て
、
日
本
遺
産
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
・
観
光
の
振
興
を
図
る
土
台

の
整
備
及
び
概
ね
必
要
な
取
組
の
実
施
が
で
き
て
い
る
。

2

０
１
２
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評価理由整理表 

項
目 

当初計画での 

指摘事項 
新たな地域活性化計画 

評価理由 

評価できる点 留意する点 

将
来
像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
具
体
的
な
方
策 

ビジョンが抽

象的で、目指

す方向性が具

体的でない 

・国内外から訪れる旅行者でに

ぎわう町 

・地域資源の活用により経済が

潤う町 

・住民の活躍が町の持続化を後

押しする交流と活気のある

町 

の３つの柱を設定 

・反省点を明確

にしたうえ

で、ビジョン

や取り組みを

具体化してい

る点 

 

推進体制が弱

い 

・活かす会を発足し、既存の守

る会の２組織を包含する活

用推進協議会の設立により

地域活性化を加速する動き 

・推進体制を抜

本的に見直し

た点 

 

今までの取組

の延長線上で

はなく新たな

方策の検討が

必要 

・温泉効果の研究を大学機関と

連携しエビデンスの確立に

努める 

・企画商品の造成等の促進と支

援体制の充実 

・広域連携の取り組み 

・癒しと祈りの

ストーリーの

整理、ヘルス

ツーリズムの

観点で具体化

されている点 

・六根清浄と六感治癒の

つながりに関する取り

組みや活用事業の促進 

 

整備に係る適

切な指標が不

十分 

・観光客の立場に立ったおもて

なし（環境整備）と持続可能

な観点を取り入れた整備事

業 

・環境整備事業

は具体的であ

る点 

・華美なものとならない

よう配慮 

・景観への配慮、形式だ

けの取り組みにならな

いよう留意 

仕組みの構築

が必要 

広域連携の推進、情報発信、環

境整備の推進 

 ・実際に観光客が増加す

る取り組みであること 

推
進
体
制
の
整
備 

民間連携の記

載がなく、庁

内連携の体制

構築が不十分 

・活かす会を発足し、既存の守

る会の２組織を包含する活

用推進協議会の設立により

地域活性化を加速する動き 

・広域連携の取り組み 

・庁内ワーキンググループの組

織化 

・団体を新設、

関係者間での

連携強化 

・２組織の連携と地域住

民の意識向上 

総
合
評
価 

   ・三朝町ならではの官民

連携の在り方 

・計画に沿った事業展開 

・地域プロデューサーの

設置 
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報告事項(４)

西暦 月 2022/2/1 R4.1.20

2022 2

2月

1日（火）

2日（水）

3日（木）

4日（金）

5日（土）

6日（日）

7日（月）

8日（火）

9日（水）

10日（木）

11日（金）

12日（土）

13日（日）

14日（月）

15日（火）

16日（水）

17日（木）

18日（金）

19日（土）

20日（日）

21日（月）

22日（火）

23日（水）

24日（木）

25日（金）

26日（土）

27日（日）

28日（月）

　

≪２月の特集・イベント≫
鳥取の民工芸品展（1/21～2/16）、中学生・高校生ポップコンテスト優秀作品展示（2/16～
2/28）
　
≪１月の実績≫
本の福袋（1/4～1/16）、お正月特集（12/24～1/18）、鳥取の民工芸品展（1/21～　）、貸出
累計333万冊達成記念品贈呈式（1/21）

休館日

移動図書館 西学童

休館日（図書整理日）　　　移動図書館 神倉、田代

みささ英語村 文化ホール

休館日（天皇誕生日）

休館日

移動図書館
加谷・竹田保・下西谷・JA竹田

三朝中・竹田地区公  相互貸借集配（県立図書館）

移動図書館
こども園

温泉病院

みささ英語村 文化ホール

休館日

移動図書館
（恋谷）・三朝

ﾚｽﾎﾟﾜｰﾙ・西学童

移動図書館
大柿・（木地山）・上西谷・下畑・曹源寺

余戸・東小鹿・三朝・山田

休館日（建国記念の日）

休館日

移動図書館
賀茂保育園・支援センター・三喜苑

仁の里・みのり・太郎田・小河内・鎌田

移動図書館
相互貸借集配（県立図書館）

片柴（三徳センター）

みささ図書館月間スケジュール

行　　事 備　　考

移動図書館 なの花
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議案第１号 

 

   令和３年度教育関係費補正予算（令和４年１月）について 

 

 次のとおり令和３年度教育関係補正予算を要求することについて、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162号）第 29条の規定により、本委員会の意見を

求める。 

 

  令和４年１月 25日提出 

 

三朝町教育委員会教育長  西 田 寛 司 

 

 

 

別紙のとおり 

 

 

 

≪参考≫ 

○地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

（教育委員会の意見聴取） 

第 29条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その他特に教育に

関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成する場合においては、教育委員

会の意見をきかなければならない。 
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【教育総務課】 単位：千円

科　　目 中事業名 補正前の予算額 補正額 補正後の予算額 主　な　内　容

寄附金 中学校寄附金 0 310 310 寄附金

教育総務課計 0 310 310

単位：千円

科　　目 中事業名 補正前の予算額 補正額 補正後の予算額 主　な　内　容

中学校教育振興費 中学校ＯＡ機器等備品整備費 3,683 310 3,993 プロジェクター購入

教育総務課計 3,683 310 3,993

令和３年度教育関係費　歳入補正予算（令和４年１月）案

【教育総務課】

令和３年度教育関係費　歳出補正予算（令和４年１月）案
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                                       Ｒ4.1.12 作成 

三朝町教育委員会 

新型コロナウイルス感染症対応について 

 

１ 県外の往来について 

・県外への往来については、その必要性を十分に検討するとともに、特に「レベル３～４」地域に 

ついては、不要不急の往来を控える。 

・警戒が必要な都道府県については、下記ＵＲＬにより最新の情報を確認する。 

https://www.pref.tottori.lg.jp/module/600307.htm#moduleid600307 

２ 県外の往来後の登校について 

緊急事態宣言対象

地域 

まん延防止等重点

措置対象地域 

レベル４ 

レベル３ 

制限 やむを得ず往来する場合 

・事前に行き先を学校に連絡すること。 

・帰省後翌日から１週間健康観察を行うこと。 

・帰省後 4 日目以降に PCR 検査又は抗原検査を受けること。⇒検査費用は自己負担 

・1 週間後、陰性であることの報告及び行動記録表を学校長に提出した後、登校。 

※PCR 検査又は抗原検査を受けない場合は２週間の自宅待機とする。 

レベル２ 

レベル１ 

自粛 往来する場合 

・事前に行き先を学校に連絡すること。 

・帰省後からの丁寧な健康観察を行うこと。 

・登校は制限しない。 

・教職員も同様の取扱いとする。 

・この取扱いは、ワクチン接種状況の有無にこだわらない。 

・飛行機等、乗り物を乗り継ぐ場合は、その乗り継ぎ場所の地域も対象となる。 

（例）羽田経由で、東北地方に行く場合、東京都がレベル３～４地域であれば、目的地の東北地方 

がレベル１～２地域であっても、レベル３～４地域を往来したと考える。 

・県内がレベル２であっても、中部地区に新型コロナ警報【警報】または【特別警報】が発出され 

ている場合は、往来の自粛をお願いすることがある。 

・同居の家族が県外往来をする場合も本取扱いに従う。 

・自宅待機期間中の学習については、オンラインによる配信やプリント学習で対応するので、各 

学校に相談する。 

３ 県外からの往来を受け入れた場合の登校について 

・来県される方へ事前の PCR 検査又は抗原検査の実施に協力いただくように伝えること。 

・その他の取扱いについては、上記２と同様とする。（「帰省後」を「県外からの往来を受け入れ 

た後」と読み替えること。） 

４ その他★結果は必ず連絡すること。 

・児童生徒又は同居の家族等が濃厚接触者となった場合や、ＰＣＲ検査を受ける場合は、学校又は教育

委員会に連絡する。ＰＣＲ検査の結果が陰性の確認ができるまでは自宅待機。 

 【三朝中学校】４３－１３９７【三朝小学校】４３－０００１ 

【教育委員会】４３－３５１０（休日・祝日は役場４３－１１１１まで） 
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                                       Ｒ4.1.12 作成 

三朝町教育委員会 

陽性者が確認された場合の取扱い 

新型コロナウイルス陽性者発生 

 

【報告、連絡】 

     教育総務課対応               当該学校対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

  

  

                    【該当者報告】  

 ※開催された場合                                   

 

                                    ≪校内清掃≫ 

【検査結果報告】 

 ※開催されない場合 

１．三朝町教育委員会幹部会議 

 

 

 

 

 

  ※報道は、広報担当課へ依頼 

 

１．町長へ報告 

２．危機管理局長・健康福祉課長へ報告 

１．三朝町校長会開催 

１．保護者向けまち comi文書作成 

   （学校用・学童用） 

２．報道関係資料作成（保護者了承） 

１．２は同内容 

１. 三朝町教育委員へ報告 

２．学童クラブへ連絡 

１．緊急職員会 

   ・状況、接触者確認 

   ・接触者（自宅療養指示） 

   ・外部からの問合せ対応 

    

１．学校医へ連絡 

 

１. ＰＴＡ会長へ連絡 

２．保護者向けまち comi送信 

１．倉吉保健所から連絡 

   ・現地調査 

   ・接触者の確認 

   ・ＰＣＲ検査実施者選定 

１．倉吉保健所からＰＣＲ実施者へ 

  結果連絡 

   ・接触者のＰＣＲ検査結果 

   ・濃厚接触者かどうか 

   ・濃厚接触者の場合、留意事項 

   （14日間自宅療養、健康観察、 

    家族との接触は避ける等） 

１．三朝町新型コロナウイルス感染 

  症対策会議 

１．報道関係に情報提供 

２．学童保護者向けまち comi送信 

１．保護者向けまち comi送信 

   ※ 文書発送 
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